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日本放送協会 理事会議事録 

               （平成２８年１０月 ４日開催分） 

  

平成２８年１０月２１日（金）公表 

 

＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 

 

＜会  議  日  時＞ 

 平成２８年１０月 ４日（火） 午前９時００分～９時１０分 

 

＜出   席   者＞ 

籾井会長、堂元副会長、木田専務理事、森永専務理事・技師長、 

今井専務理事、坂本理事、安齋理事、松原理事、 

荒木理事、黄木理事、大橋理事 

上田監査委員 

 

＜場         所＞ 

放送センター 役員会議室 

 

＜議        事＞ 

 籾井会長が開会を宣言し、議事に入った。 

 

付議事項 

 

１ 審議事項 

（１）第１２６９回経営委員会付議事項について 

（２）非現用不動産の売却について 

 

２ 報告事項 

（１）考査報告 

（２）放送番組審議会議事録（資料） 
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議事経過 

 

１ 審議事項 

（１）第１２６９回経営委員会付議事項について 

（経営企画局） 

１０月１１日に開催される第１２６９回経営委員会に付議する事項に

ついて、審議をお願いします。 

 付議事項は、議決事項として「超高精細度テレビジョン（４Ｋ・８Ｋ）

実用放送業務の認定申請について」、「非現用不動産の売却について」、お

よび「国際放送番組審議会委員の委嘱について」です。 

 

（会 長）  ご意見等がありませんので、原案どおり決定します。 

 

（２）非現用不動産の売却について 

（経理局） 

非現用不動産の売却について、審議をお願いします。 

京都府京都市上京区の旧京都放送会館の建物付き土地３２２５.４１

㎡について、官報に公告後、一般競争入札を実施した結果、売却先が決

定したので、平成２８年１１月に売買契約を締結したいと思います。 

売却価額は３０億７,２２０万円で、売却先は株式会社大京となります。 

本件が了承されれば、１０月１１日開催の第１２６９回経営委員会に

諮ります。 

 

（会 長）  ご意見等がありませんので、原案どおり了承し、次回の

経営委員会に諮ります。 

 

２ 報告事項 

（１）考査報告 

（考査室） 

平成２８年８月２２日から９月２５日までの間に放送した、ニュース

と番組について考査した内容を報告します。 

この期間に、国内放送番組では、ニュース２０項目、番組７８本の考
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査を実施しました。 

 ニュースの主な項目としては、９月９日に北朝鮮が核弾頭の爆発実験

に成功したと発表したこと、台風１０号でグループホームの９人が死亡

した岩手県岩泉町では、避難指示や避難勧告が出されていなかったこと、

豊洲市場で都が土壌汚染対策として行ったとした盛り土が、主要な建物

の地下で行われていなかったこと、五輪に続きパラリンピックがブラジ

ルのリオデジャネイロで開幕したことなどがありました。 

番組では、巨大災害の脅威を科学的に解明して対策の最前線に迫る、

ＮＨＫスペシャル「ＭＥＧＡ ＣＲＩＳＩＳ 巨大危機 脅威と闘う者た

ち（全４回）」の第１回「加速する異常気象との闘い」（９月４日放送）、

９３年前の関東大震災で流言が引き起こした朝鮮人殺傷事件について、

国による初めての報告書や証言から実像に迫ったＥＴＶ特集「関東大震

災と朝鮮人 悲劇はなぜ起きたのか」（９月３日放送）、リオデジャネイ

ロパラリンピック開幕前日に、競技ルールや見どころとともに日本選手

の大会へ向けた熱い闘いに迫った、「限界を、更新せよ。 あす開幕！リ

オパラリンピック」（総合 ９月７日放送）、名字の歴史や謎を解く「人名

探究バラエティー 古舘伊知郎の日本人のおなまえっ！」（総合 ８月

２５日放送）などの番組を考査しました。 

また、国際放送では、外国人向けテレビ国際放送「ＮＨＫワールドＴ

Ｖ」のニュース４項目と番組３本の考査を実施しました。考査したのは、

北朝鮮への制裁強化や難民問題が焦点になった国連総会で、難民を守り

国際社会が責任を分かち合っていくとするニューヨーク宣言が全会一致

で採択されたことを伝えた「ＮＥＷＳＬＩＮＥ」（日本時間９月２０日放

送）や、安保理改革について専門家が段階的改革の必要性を指摘した「Ｎ

ＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」（日本時間９月２１日放送）、外国人リポ

ーターが列車で日本各地を旅する特集番組で、今回は島根県の神話の世

界を巡った「Ｔｒａｉｎ Ｃｒｕｉｓｅ Ｖｉｓｉｔｉｎｇ Ｔｈｅ Ｌａ

ｎｄ Ｏｆ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｍｙｔｈｓ」（日本時間９月４日放送）な

どです。 

考査の結果、これらの一連のニュース・番組は、放送法、国内番組基

準、国際番組基準等に照らし、妥当であったと判断します。 

 

（２）放送番組審議会議事録（資料） 
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編成局と国際放送局から、中央放送番組審議会、国際放送番組審議会、

全国の地方放送番組審議会（関東甲信越、近畿、中部、中国、九州沖縄、

東北、北海道、四国）の平成２８年７月開催分の議事録についての報告。 

 

注：放送番組審議会の内容は、ＮＨＫのホームページ「ＮＨＫオンライ

ン」の「経営情報」のなかに掲載しています。 

 

 

 

以上で付議事項を終了した。 

 

 

上記のとおり確認した。 

 

 

      平成２８年１０月１８日 

会 長  籾 井 勝 人 


